
市
政･

国
政
で
日
本
共

産
党
を
大
き
く

日
本
共
産
党
の
白
川
容
子
参

院
議
員
は
18
日
、
同
日
告
示

（
25
日
投
票
）
さ
れ
た
香
川
県

三
豊
市
議
選
で
現
有
議
席
確
保

を
め
ざ
す
現
職
の
岩
田
ひ
で
き

候
補
の
応
援
に
駆
け
つ
け
ま
し

た
。白

川
氏
は
、
自
民
党
の
政
治

資
金
や
旧
統
一
教
会
の
問
題
、

高
市
首
相
の
「
台
湾
有
事
は
存

立
危
機
事
態
」
の
発
言
で
中
国

と
関
係
が
悪
化
し
、
レ
ア
ア
ー

ス
の
輸
出
規
制
に
よ
り
経
済
界

か
ら
の
批
判
が
出
て
い
る
と
指

摘
。
高
市
首
相
が
狙
う
通
常
国

会
冒
頭
で
の
衆
院
解
散
を
批
判

し
「
高
い
支
持
率
の
う
ち
に
解

散
・
総
選
挙
に
打
っ
て
出
る
の

は
、
裏
を
返
せ
ば
政
権
の
行
き

詰
ま
り
に
よ
る
も
の
だ
」
と
強

調
。
「
戦
争
か
平
和
か
が
国
民

一
人
一
人
に
問
わ
れ
る
総
選
挙

だ
。
大
軍
拡
が
進
め
ば
、
医
療

や
介
護
、
社
会
保
障
も
さ
ら
に

切
り
捨
て
ら
れ
る
。
大
企
業
優

遇
の
政
治
を
切
り
替
え
、
命
や

暮
ら
し
を
守
る
こ
と
に
予
算
を

使
う
方
向
を
つ
く
り
出
し
、

『
自
民
党
政
治
Ｎ
Ｏ
！
』
の
声

を
岩
田
候
補
の
勝
利
で
示
そ
う
。

市
議
選
の
後
は
す
ぐ
に
総
選
挙
。

『
最
後
の
命
の
砦
、
命
綱
』
の

日
本
共
産
党
を
ど
う
か
市
政
と

国
政
の
場
で
大
き
く
し
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

岩
田
候
補
は
、
三
豊
市
の
町

の
周
辺
部
を
中
心
と
し
た
公
共

施
設
83
カ
所
の
統
廃
合
に
ふ
れ

「
『
ま
す
ま
す
人
口
が
減
る
の

で
は
』
と
の
不
安
の
声
が
あ
る
。

住
宅
の
再
建
や
農
地
改
善
、
高

齢
者
の
足
の
問
題
へ
の
対
策
に
、

市
の
31
億
円
の

【
３
面
に
】
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瀬戸内海でカキが大量死して

いる問題で、日本共産党の樫昭

二香川県議と岡田まなみ、藤沢

やよいの両高松市議は１２月２

７日、被害を受けている牟礼町

の養殖業者を訪れ、聞き取り調

査をしました。

養殖業者は、産卵などの生殖

活動をしない三倍体のカキは県

内でも被害は少ないが、自身が

取り扱う産卵をする通常のカキ

は大部分が死んだと指摘。「来

年もなったらアウト。２年続い

たらもういかん」と語り、親ガ

キが減ってしまえばカキの種付

けができなくなるとして、「中

長期の視野で対策をしてほしい」

と求めました。

１月９日にはカキ大量死の問

題で、日本共産党の白川容子参

院議員、樫昭二県議、高松市の

岡田まなみ、藤沢やよいの両市

議が、県農政水産部と懇談しま

した。

白川氏は国の漁業共済制度へ

の加入について「養殖・出荷を

する業者は入れるが、カキ焼き

業者は対象外で加入できない。

共済制度の改善も必要だ」と指

摘。「１３日に兵庫の党県委員

会、県議団、市議団らが『瀬戸

内海牡蠣大量へい死問題に関す

る要請書』を国会に提出するが、

私も、この香川での現状を伝え

る」と語りました。

樫氏は先月に訪問した高松市

牟礼町のカキ養殖業者から「種

苗代の補助、一部だけではやっ

ていけない。来年もだめだった

ら、廃業しかない」「カキ殻に

は『低質環境改善浄化作用』が

あるが、不法投棄扱いにせず、

昔のように自分で殻を粉砕して

海にまくか、殻の置き場を確保

し、業者に無料で引き取っても

らえるよう、カキ殻の処理を県

や市で検討してほしい」との声

があったと伝えました。

農政水産部次長（兼）水産課

長の柏山浩史氏は「カキ大量死

の大きな原因は、高水温でカキ

は産卵するが、夏の高水温が続

き、何回も産卵するので弱って

しまい、大量死に至ったのでは

ないか。今後、国を挙げ、科学

的解明が行われる予定である。

県としても今後の対策を進めて

いきたい」と述べました。

カキの大量死 白川参院議員･樫県議

県農政水産部と懇談

本
日
投
票
三
豊
市
議
会
選
挙

白
川
参
院
議
員
が
支
援
の
訴
え

【
２
面
か
ら
】

財
政
調
整
金

を
活
用
さ
せ
よ
う
。
オ
ー
ル
与

党
の
中
で
、
住
民
の
意
見
を
反

映
す
る
議
会
が
必
要
だ
。
町
の

活
性
化
の
た
め
に
再
度
、
議
会

に
送
っ
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
ま

し
た
。

香
川
革
新
懇
と
県
学
習
協
は

11
日
、
全
国
革
新
懇
代
表
世
話

人
で
労
働
者
学
習
教
育
協
会
の

五
十
嵐
仁
会
長
を
招
い
て
高
松

市
で
新
春
講
演
会
を
開
き
ま
し

た
。五

十
嵐
氏
は
「
激
動
の
情
勢

と
政
治
革
新
の
行
方
」
と
題
し

て
講
演
し
、
米
国
に
よ
る
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
侵
略
に
つ
い
て
、
他
の

国
に
軍
隊
を
送
り
大
統
領
夫
妻

を
拉
致
し
、
石
油
利
権
を
手
に

入
れ
る
た
め
の
『
国
家
的
な
強

盗
』
、
こ
ん
な
無
法
を
許
す
わ

け
に
は
い
か
な
い
」
と
批
判
。

実
質
賃
金
は
11
カ
月
下
落
す
る

な
か
、
高
市
首
相
は
国
民
の
た

め
の
消
費
税
減
税
に
は
背
を
向

け
、
最
低
賃
金
１
５
０
０
円
の

目
標
に
は
明
言
を
避
け
る
一
方
、

軍
事
費
に
は
明
確
な
目
標
が
あ

る
と
指
摘
。
「
ど
ん
な
に
困
っ

て
い
る
人
の
と
こ
ろ
に
も
お
金

が
い
か
な
い
。
お
米
券
も
一
時

的
そ
の
場
し
の
ぎ
、
し
か
も
極

め
て
偏
っ
た
形
で
の
対
策
だ
」

と
述
べ
ま
し
た
。

23
日
開
会
の
通
常
国
会
冒
頭

で
の
衆
院
解
散
の
可
能
性
に
ふ

れ
、
「
ま
と
も
な
政
治
社
会
を

実
現
し
、
子
ど
も
た
ち
や
未
来

の
世
代
に
引
き
継
ぎ
つ
な
い
で

い
く
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
一

日
も
早
く
つ
く
ろ
う
。
自
民
党

政
治
に
さ
よ
う
な
ら
が
で
き
る

チ
ャ
ン
ス
を
生
か
そ
う
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

香
川
革
新
懇
の
早
川
茂
代
表

世
話
人
は
「
煽
ら
れ
て
い
る
人

た
ち
に
対
し
て
対
話
を
進
め
て

味
方
に
な
っ
て
も
ら
い
、
我
々

の
活
動
を
支
援
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
大
事
だ
。
高
市
総
理
の

本
質
、
維
新
の
本
質
を
正
し
く

見
抜
い
て
多
く
の
方
々
に
伝
え

よ
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
白
川
容
子
参

院
議
員
は
23
日
、
高
松
市
で
開

か
れ
た
新
社
会
党
香
川
県
本
部

の
新
春
旗
び
ら
き
で
連
帯
の
あ

い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

井
角
操
副
委
員
長
は
開
会
あ

い
さ
つ
で
「
平
和
、
人
権
、
正

義
、
環
境
を
守
る
【
４
面
に
】
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何
を
国
民
に
問
う
の
か
未
だ

全
く
わ
か
ら
な
い
ま
ま
の
大
義

な
き
解
散
総
選
挙
。
内
政
・
外

交
に
行
き
詰
ま
っ
た
中
で
高
市

首
相
の
人
気
の
高
い
う
ち
に
選

挙
を
行
い
、
多
数
を
獲
得
し
よ

う
と
い
う
党
利
党
略
、
究
極
の

自
己
都
合
解
散
で
す
。

そ
し
て
維
新
も
突
然
、
大
阪

府
知
事
・
大
阪
市
長
の
出
直
し

選
挙
を
や
る
と
２
人
揃
っ
て
辞

職
。
議
員
の
国
保
逃
れ
の
弁
明

逃
れ
と
、
２
度
も
否
決
さ
れ
た

大
阪
都
構
想
を
性
懲
り
も
な
く

進
め
る
た
め
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
に
き
て
立
憲
民
主
党
と

公
明
党
も
い
っ
し
ょ
に
な
る
と

か
。
今
の
時
点
で
は
ど
ん
な
政

策
で
共
同
す
る
の
か
も
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
が
決
し
て

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
２

０
１
４
年
の
集
団
的
自
衛
権
の

行
使
容
認
の
閣
議
決
定
と
１
５

年
の
安
保
法
制
強
行
で
あ
り
、

市
民
と
野
党
の
共
闘
で
自
民
党

政
治
に
立
ち
向
か
う
上
で
の
一

丁
目
一
番
地
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。私

た
ち
は
今
、
高
市
政
権
と

こ
の
政
権
に
迎
合
す
る
勢
力
に

正
面
か
ら
対
決
し
て
、
「
憲
法

を
真
ん
中
に
す
え
た
確
か
な
共

同
」
を
よ
び
か
け
、
国
民
の
共

同
の
力
で
、
日
本
国
憲
法
を
破

壊
す
る
戦
争
へ
の
道
、
極
右
・

排
外
主
義
の
流
れ
に
断
固
と
し

て
立
ち
向
か
お
う
と
力
を
つ
く

し
て
い
ま
す
。
四
国
比
例
か
ら

も
中
根
耕
作
さ
ん
を
先
頭
に
果

敢
に
た
た
か
い
ま
す
。
こ
の
挑

戦
は
ケ
ア
を
大
切
に
し
、
一
人

ひ
と
り
の
国
民
が
主
人
公
の
政

治
を
つ
く
る
大
き
な
一
歩
に
な

り
ま
す
。

「
毎
日
難
儀
な
こ
と
ば
か
り
」

と
、
今
の
国
民
不
在
の
政
治
の

現
状
を
見
れ
ば
た
め
息
と
と
も

に
そ
う
だ
よ
な
ぁ
と
思
っ
て
し

ま
い
が
ち
で
す
が
、
世
界
に
目

を
向
け
れ
ば
新
し
い
政
治
や
社

会
主
義
を
め
ざ
す
流
れ
も
。
変

え
る
力
は
国
民
の
手
の
中
に
。

勇
気
り
ん
り
ん
エ
ッ
セ
イ

参
議
院
議
員

白
川
よ
う
子

白
川
参
院
議
員

新
社
会
党
香
川
県
本

部
の
新
春
旗
び
ら
き
で
連
帯
あ
い
さ
つ

新
春
講
演
会
革
新
懇
と
学
習
協


